平成２９年度　第１回白井市上下水道事業審議会会議録

１　開催日時

　　　　平成２９年３月２２日（木）　午後３時から

２　開催場所

　　　　白井市保健福祉センター２階　検診室１・２
３　出席者

　　　　（委員）

　　　　落合委員、吉田委員、本澤委員、矢野委員、髙山委員、福本委員、菅野委員、

　　　　唐澤委員、

　　　　（事務局）

　　　　伊澤市長,　小林環境建設部長、伊藤上下水道課長、板倉副主幹、今井主査　外４名
４　議題

· 会長、副会長の選出

· 白井市下水道事業の概要

· 白井市水道事業の概要

· その他
５　議事

　　　　　　委嘱を行い、委員の互選により会長に落合委員、副会長に谷嶋委員を選任した。

次に、白井市下水道事業の概要について事務局側から説明が行われた。主な説明内容は次の通りである。

· 下水道事業の経緯（認可取得、供用開始時期）

· 下水道事業の現状（整備状況、普及・水洗化状況等）

· 下水道事業の財政状況（財源のしくみ、使用料の基本的な考え方）

次に、白井市水道事業の概要について事務局側から説明が行われた。主な説明内容は次の通りである。
· 水道事業とは（近代水道、水道の目的、水道の経営、地方公営企業とは）

· 白井市水道事業の概要（沿革、業務量、経営、事業課題、計画策定）

６　質疑・応答

●下水道事業の概要について

委　員　４Ｐ下段「高度処理に要する経費、不明水の処理に要する経費」について、白井市は処理場を持っておらず、印旛沼流域下水道事業と手賀沼流域下水道事業に処理を任せており、負担金については、市の管渠をとおる流量で計算されていると思う。不明水は、汚水の管渠を長年使用していると劣化して、雨水などが入ってくると思うが、汚水以外の不明水がいまどれくらいの割合なのかわかるものなのか。
     　また、ストックマネジメントを策定中ということだが、現在管渠の状態が健全なのか、今後何年先に補修していくのか等、損傷具合を確認しながら策定されているのか。
事務局　不明水の割合は、印旛沼流域下水道と手賀沼流域下水道を合わせると約20％あります。また、不明水の処理費用は、処理場への流入水量を各市の下水道使用料調定割合で按分し、各市が負担をしている。
委　員　不明水というのは、主に雨。大雨の際、管渠に対して数倍の量が流れる。下流でマンホールが吹き上げられているのは、汚水で発生している。雨が降るたびに、公共下水道から大量の不明水が発生する。各市から報告される使用水量と、処理場に流入してきた水量の差が不明水となる。構成団体（１２市１町）で使用水量分を負担してもらっている。
事務局　下水道のストックマネジメント計画については、平成28年度から着手し、本年度に長期的、全体的な計画を作っている。来年度以降、管渠の劣化が進んでいるところからカメラ調査などの詳細調査を行い、翌年度以降修繕工事等の実施計画を予定している。
会　長　４Ｐの収支について、繰入金等もあるため、黒字ということでよいか。

事務局　収支について、繰入金は、総務省の繰出し基準の算出によるもので、地方交付税措置の対象は基準内であり、対象外は基準外となります。白井市下水道事業は、基準内のみ繰入れであり、経営は健全な状態です。
事務局　現在、地方公営企業法適用化に向けて取り組んでいる。企業会計に移行すると、減価償却費等の見極めも今後の課題と捉えている。
●水道事業の概要について

委　員　現在建設中の配水場において、完成後の維持管理は、プロポーザル等により、トータルで総合的に一括委託したほうが効率的かつ経費の削減につながると思うが、どのような契約を検討しているのか。
　　　

事務局　管理については、包括的な委託を予定しているが、詳しい内容については今後検討していく。
会　長　最後の計画策定において、経営基盤強化するために財源計画をたてているが、様々に検討していくと、やはり水道料金改定のながれになっていくのか。
事務局（４Ｐ③経営の円グラフ参照）収入の補助金に頼っている部分を、料金改定により水道料金で賄えるようになることが経営基盤強化につながると考えている。料金改定は今後の検討課題と捉えている。
会　長　県からの補助金については、何を基準にしているのか。
事務局　市からの補助金額を基準に、県からも補助金をもらえる仕組み。市からの補助金が多い団体ほど、県からの補助金も多くなる。市からの補助金が無い限り、県からの補助金は無い。水道料金改定を検討する際には、県からの補助金も無くなることを想定しなければならない。水道事業は独立採算制であるため、総収入のすべてを水道料金で賄うべきとされている。
事務局　千葉県は、水道料金の高料金対策として、経営の厳しい水道事業体に対し、約30億円弱補助している。
委　員　経営が厳しく、水道料金の値上げについても理解できた。では、具体的にどれくらいの値上げや、いつ時期になるのか。

事務局　新しい2年間の任期の間で、水道料金改定について検討していきたいと考えている。また、具体的な改定率等については、今後の審議会において議論をお願いしたい。水道料金は、市民生活に直結するため、慎重に議論していきたいと考えている。
委　員　朝日新聞に「上下水道料金一括徴収」という記事があった。白井市は既に一括徴収であったと記憶しているが。

事務局　市営水道と下水道については、既に一括徴収している。新聞記事は、県営水道が１１市のうち４市が下水道使用料の徴収一元化を平成３０年１月から開始したという内容。白井市は徴収事務コストの吸収が困難であることから、判断を保留している。また、参入時期については、現在検討中。
· 次回審議会日程　2018年6月末～7月中旬
　　　

（傍聴者）

　　なし

